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体が90%近い収率で得られる.同様に ト1)クロロ,ジプロも トリプロも あるいはジヨードメチルリチ
ウムの付加体を -780 の反応で得ることができる｡









































(2) 上記付加体を-キサメチルリン酸 トリアミド中で LiCIO4,CaCO3共存下に加熱することによりα,
β一不飽和アルデヒドに変換することに成功した.特にメチルケトンより出発すればE型 の α-メチル-α,
β一不飽和アルデヒドが得られる点は興味深い｡
(3)環状ケトンへの付加体をブチルリチウムで処理することにより, β-オキシドカルべノイ ドとい う
新しい活性種を経て,炭素ひとつ環拡大した上級同族体に導くことに成功した｡この反応に独得な位置選
択性をみとめ,かつそれを利用して dLムスコンの合成に成功しており,実用的な意味も大きい｡
(4) リチオトリメチルシリル酢酸エチルがカルボニル化合物と反応して α,β-不飽和エステルを生じる
という新事実を兄いだしたOこれは Reformatsky反応や Wadsworth-Emmons反応の変法といえるが,
容易にテノール化する化合物やカルコンにも適用できるなど有利な特徴を持っている｡
(5) β-ヒドロキシスルホキシドをN-プロモコ-ク酸イミドで処理することにより, -ロスルホキソニ
ウム塩を経て不飽和スルホンに導きうることを示した｡
要するに本論文の研究はすべて新規合成反応の開発を目的としたもので,カルボニル基に対する親核的
付加に基礎をおいている｡発見された5種額の新反応はいずれも合成上有用でかつ有機化学的にも興味深
いものである｡学術上実際上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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